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物質の超高速応答の理解は、次世代の半導体デバイスや相変化材料を用いた記
憶デバイスの開発に重要である。光誘起の相変化現象では、電子励起に伴うサブ
ピコ秒の速い緩和ダイナミクスが引き金となり、ナノ秒～マイクロ秒の広範な時
間スケールで構造変化が生じる不可逆現象であるが、このダイナミクスを完全に
理解するためには、構造変化途中を含めた高速ダイナミクスを連続的に測定する
必要がある。本研究では、波形信号の変化をリアルタイムで測定可能な高繰り返
しシングルショット分光手法を開発・応用することで、レーザー加工時における
表面構造の変化に伴うキャリアダイナミクスの変化を明らかにした。
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